
生物　A3(文系)
【Ⅰ】
問1 ② ③ ④

視床下部 交感 副交感
⑥ ⑦ ⑧ ⑨

インスリン グリューゲン グルカゴン アドレナリン

問2 イ
問3

【Ⅱ】
問1 ① ② ③

草原 陽樹林 低木林
問2 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

イ エ ア
問3 優占種
問4 ⅰ ⅱ ⅲ

ア ウ エ
問５ ウ
問６

ⅰ

①
恒常性(ホメオスタシス)

極相(クライマックス)

洞房結節(ペースメーカー)

⑤

フィードバック

標的細胞だけが、そのホルモンと結合できる受容体を持つから。
ⅱ



【Ⅲ】
問1 1 2 4 5 6

細胞小器官 葉緑体 細胞壁 異化 同化
7 9 10

アデニン 酵素 基質特異性

問2
問4

【Ⅳ】
問1 1 2 3 4 5

細胞周期 G1 S G2 母細胞
6 8

娘細胞 二重らせん
問2

問3
問４

7
デオキシリボース

(核小体の部分が白く抜ける他は)
核全体が一様に染まって見える
(塩基の)相補性
アデニン-チミン(A-T)、グアニン-シトシン(G-C)

ATPは分解されてADPになったあと、再度ATPに合成されて、また使われる
ため。

ミトコンドリア

細胞質基質(サイトゾル)

8
ADP(アデノシンニリン酸)
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